
腰発

A M lO :0 0 - P M 4 :0 0

石巻中央公民健太庸 一 ル
(午後のみ託児室有り)
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年前の部 A M l O :0 れP M l: 0 0 出店 ･ 菅琴会(入場無料)

⑭ …宗二警ツ翠 ､ 漂 ㌫漂慧慧慧主諾讐芸で‡㌫≡こ等

@ 琵琶監禁訂浣 ㌶認諾深慧設雲∑1㌫認諾竃諾警
サ 沌

年後の部 P 胞;¢0 - P M 4 :0 0 講演会 傭演台チケット代50 0 円)
『母と子の ための♯ばく知職

.
ヤ 食品汚埠 ･ 内部嶺ばくから身を守る ～ 』

講師は崎山比早手( さきやま･ひさこ) ざん｡ 千葉大学医学部卒｡ 医学博士 ｡ 崎山さん は

1 99 9 年から高木学校のメンバ
ー となり､ 医療被ばく問題に長年取り組まれてい る｡

､

講演会の案内は裏面 へ

講演会チケットの

お申込みはこちらt

さようなら原発
.
享..n いしのまき 実行委員会
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演題と

講師略歴
年後の部 P M 皇:0 0 一 椚Ⅶ4 ;0 0

講演会(講演会チケット代50 0 円ト

｢母と子のための被ばく知識
～ 食品汚染 ･ 内部被ばくから身を守る へ 1

崎山 比草子 (さき 報 ひさ｡) きん
千露大学医学部卒｡ 医学博士｡ マ サチュ

ー セッツエ科大学研究員､ 放射線医学統合研究所主任研餞官を経て､

1 9 9 9 年から高木学校メンバ ー となる｡ 園舎東京電力福島原子力発電所事故調査垂風食(国会事故鯛) 元垂見｡

※高木学校 ～ 核 ･ 原子力の 開発利用を市民の 立場から鋭く批判し､ 反原発運動に大きな影響を与えた核化学

者､ 故 ･ 高木仁三 郎が｢ 象牙の 塔の 外側で､ 市民と関心を共有し､ その 日の 高ぎから市民と共に活動でき､ しか

もそれなりの専門性を 有する科学者 ･ 活動家を育てたい｣ と1 9 98 年に始め た学校8

著書: 『母と子のための袖ばく知識 原発事故から食品汚染まで』(崎山比早子 + 高木学校､ 薪水社)

『受ける? 受けない? エ ックス線〔T 検査 医療椒ばくのリスク』

( 高木学校医療被ばく問題研究グル
ー プ､ 七つ 森書館)

｢ せようなら原発i n 石巻 卸1 3 ｣ 呼びかけ人 ･ 呼びかけ団体:

荒井まり子(大崎市古川) ､ 氏家芙由子(石巻市) ､ 及川由貴(石巻市) ､ 菊田省一 (気仙沼市) ､ 木村正幸( 石巻市) ､

木村祐 一 (石巻市) ､ 日下郁郎(石巻市) ､ 近藤武文(石巻市) ､ 斉藤みや子(石巻市) ､ 佐藤清書(石巻市北上町) ､

嶋村幸 二( 登米市東和町) ､ 土屋聡(大崎市桧山) ､ 服部賢治(仙 台市) ､ 山下 司郎( 夷松島市) ､ 止めよう原発 止 め

よう核燃料サイクルト女川原発地元連絡会､ 石巻 ･ 子どもの健康と未来を守る会､ 三陸の海を守る気仙沼の会




